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筑波大学と環境 
 

 日本で最初の「環境学」大学院修士課程を開設（1980） 
 これまで3000名以上の環境関連修了生を輩出。 

 大学院生命環境科学研究科の環境科学専攻（修士）と持続環
境学専攻（博士）へと改組（2007） 

 国際的 (世界86ヶ国から1664名の留学生が学んでいる。）* 
 

 「環境ディプロマティックリーダー育成プログラム」開始（2009）。 
 文部科学省・科学技術振興機構の「戦略的環境リーダー育
成拠点形成」プログラムの一環。 
現在筑波大学以外にも東大、京大、九州 大学など17大学で 
「環境リーダー」を作るためのプログラムが実施されている。 
 

 



職員 
2,008 

教員 
2,500 

総数 
21,305 

as of May, 2011 

筑波大学の
学生と教職員数・留学生数

• Humanities and Culture 

• Social and International Studies 

• Human Sciences 

• Life and Environmental Sciences 

• Sciences and Engineering 

• Informatics 

• Medicine and Medical Sciences 

• Health and Physical Education 

• Art and Design 

Undergraduate 
Schools 9 

• Education 

• Humanities and Social Sciences 

• Business Sciences 

• Pure and Applied Sciences 

• Systems and Information Engineering 

• Life and Environmental Sciences 

• Comprehensive Human Sciences 

• Library, Information and Media 

Studies 

Graduate schools 8 

留学生総数 1, 664  

出身国 86ヶ国  

学部生 

9,954 

大学院生 

6,843 



“垣根をこえて” 取り組む環境問題 
 

 環境問題に国境はない。（国際性） 

 

 理系も文系も必要。（学際性） 

 
 事件は現場で起きている。 
（現場と実験室の垣根をこえる） 



なぜ留学生に環境を学んでもらうのか？ 
 

 NIMBY (Not In My Back-Yard: 自分の近所だけは困る）
ではなく。。。 

問題解決の場が国際的になっている。 
  （IPCC（気候変動に関する政府間パネル）など） 

アジア・アフリカの途上国の、急激な開発にともなう
環境悪化。 

日本はお手本になれるか？  
 つくばはお手本になれるか？ 

専門的知識も備え、現場の問題解決に活躍できる
リーダーが欲しい。 



環境ディプロマティックリーダー
育成プログラム

Vietnam 
12 

Mongolia 4 

China 

15 

Japan 

10 

Indonesia 
3 

Nepal 

3 

9ヶ国51名 
（2012年12月現在） 

Bangladesh 

2 1 

Jordan 

1 

Tunisia 

Environmental 

Specialist 

Leadership 
Diplomatic 

Ability 

EDL 

さまざまな出身国 



足尾銅山 霞ヶ浦 



熊本日日新聞（14面）

平成2 4年1 1月2 2日木曜日

世界で初めての「環境汚染」による甚大な健康被害 
－水俣病－を現地で学ぶ。 

自分の毛髪水銀量を測ってみる。 
国立水俣病研究センターにて。 



海外の環境の現場で研修する。
(第３国インターンシップ） 

モンゴル 



ケニア チュニジア 

フランス(ユネスコ訪問） ヴェトナム 



問題を発見し、分析し、解決のための立案・計画を 
グループワークで行う。（PCMワークショップ） 



特別講義「Meet the leaders」 



EDLカフェ 
EDLディベート 



これまで１４名が修了し、巣立って行きました。 
2011年7月(4名）と2012年3月(10名） 



水の過剰利用をいかに防ぐ
か？ 

計画 

実施 

評価 

PCMワークショップ 

ベトナム 
自然資源環境省 

Environmental specialist 

Diplomatic ability 

Leadership 

1年目 2年目 修了 

• 霞ヶ浦上水センター 
• 国土交通省霞ヶ浦河川事務

所（水質・植生・漁業） 
• 廃棄物処理施設 
• 電力中央研究所 

 

環境科学実習 

文化生態 
原論 

水総合学 

環境 
倫理学 

生物資源 
リサイクル 

水環境学 
序論 

予防環境 
医学 

環境空間 
情報工学 

循環環境学 
概論 

森林保全 
計画論 

環境共生学 
概論 

• 水資源総合的マネージメント 
• 土地利用、経済性、生態系、人間の
健康 

• 原子力発電とエネルギー問題の将来 
• 福島原発事故に対する各国の報道と
人々の反応 

• 原発廃棄物の処理問題 

EDL Debate 

環境政策 
評価論  

英語プレゼン
テーション・
ディベート論 

環境政策 
概論 

•子どもたちにとっての環境問題 
•水処理を革新する膜分離技術 
•水俣病にみるメチル水銀の健康影響 
•人口爆発の現状と未来 
•地球温暖化問題：緩和と適応 
•水・文化の多様性、地球環境変動 

• 国立水俣病総合研究センター 
• 水俣病資料館 
• 阿蘇たにびと博物館等 
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チュニジアインターンシップ 

水俣インターンシップ 

「ベトナム・ハノイ市
における工業廃水
の汚染管理政策に
関する研究」 
• 廃水処理に関わる科
学技術 

• 汚染物質管理技術 
• GIS等の情報解析 

• コミュニケーション・合
意形成 

• 政策立案・提言 

修士論文 

Certificate Supplement 

EDL Certificate 

• チュニジア国環境省、保健省 
• 同地方事務所等 

環境ディプロマティックリーダー育成の道程 

15 

環境ディプロマ
ティックリーダー 
修士(環境科学) 

つくばEDL国際
コンソーシアム 

国際シンポジウム
発表・討議 


